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水 平解像度 5km非静力学 モ デル に よ る領 域温 暖化予 測実験

　　　　　 （3）梅雨前線の 降水 の 温暖化に よ る 変化

辮 離 讃藤黐 顯鯲鱸 嵐嬲 鎗瀞零韈 静

1．　 は じめ に

我々 のクル
ー
プ 召ま CO2をは じめ とす石諾室効果気体の大気中濃

度が増加した場合の，東ア ジア彑嬾 ミ  侯変化を予測する

ため 水平格子 5  の 気絎 非静ガ学モ デ1レσ眼→  の長期積分

を行っ て い る 〔モデJm 略と覊 鑢 浅 本予稿集の 室井他を参

！圃．麺拠究では 特に梅雨前線におけ倒降水分布と降水特陟の 変

化に注目して解析を行 っ た．なお本研究の 成果は 文部科学省

［入 ・自然 ・地球共生プロジェ クト，1．温暖化予測 「日本モデ

ル 」 ミ ッ シ 三∫ン，課題4 「高精度・
1曹黼 旨気候 モデル のi毓

において，全球大気モデル開発グループ ・雲解像モデ
「JL開発グル

ープにより行われたタイム スライス実験曝 課 に基づいて い る．

2．　 全球モ デル にお け る梅雨 前線の 位置 の変化

本研究では ネスティングの境界値として，20  格紬 Rレ舳 統
一
大気全球モデ）口こよる現在剣 嘆SSTを与えたタイムスライス実

験 賜 圃 醐 の 1課 と、湖暖1蹄 ⊃SST偏差を上 乗せした気

側 直の SSTを与えた実験伴嬲 匕纖 （環
｝

課：を用い てい る．領域

モ デルで ある 髄婦 ｝M で 再現される梅雨前鰤 位置は 親モ デ渉

で ある 20  全球モ デJHこよ っ て ほ｝…鴃定され るため，全球モ テル

で の梅雨前線の位置の変化に つ いて まず述べ る 儲細は49　Tt稿集

の楠他を参禰 ．図 1は 10年間で平均した東経 120〜135度の降

水量の啣｝i｝飆 1である．現亡藍熹候顯 よ 5月 F臼功、ら

桓戯 がll緯 25度1寸逓 こ嬲 ，徐々 に北 Lし，その中已億 7

月下旬には北緯38度付岨 こまで達し，その 衡肖滅して いる 温暖

イ斷 よ 極大域が 5月下旬に北諱30度付近に見られるが 時

黻 匕上齣 調野く， 8月ま
一
（14t緯 35度伺近に停滞して し、る．

　 　 　 PRCP （mm ／ d ［■y ） 170E − 1 ］ 5 ［ yOl − ylO
7DN
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　　　 700tl

　 　 　 　 pRCP （rnm ／ duy ） 120E − 1 ］ SF 　yO1 ・・y17

iil
　　　 700s
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図 1： 2D  全球モラう匿 よる 10綿 膊 均した経me 　1　mo度を135颶 ：才封囎

時間1麗 1甜
一
緯輙 上図 ：現榔 懸 下図 ：温矧 臘

3．　 JMA−NHMに お け る 降水分布 ， 降水特性の 変化

図 2 は 5  格
’
ii　JM4−M　N によ る現任気候実験と孟嬲 創麟 ）8年

間で 平均 した月降撞 瑳 を 表す 図 3左 上 ド図 〔コ ンタ
ー

｝と併

せ て み ると，6月で は東経 140度以西に関して，温援1蹲 で 現在

気候実験よ りも梅雨前線（全降 ア麟 直で定鶉 が北に位置して

いる こ とに対応して，現在気 II鹸 ）梅雨前徽 力匕側rで降水景が

増え 南倶ima 水量力職っ て い る．また 140歟 秘よ 現在気候

実験の 方力韓粥 こ広がっ た梅iこ1揃 線となっ てお り ｛例えば図3左上

ド図の 聖m ゾdayの コ ンタ
ー

ラインの馘 ，現縦 　
’
　　 こ こ

「
11

線の 」頤1で，降7i〈fifJgrvcatt験よりも多い 了月につ い ては 図

3右上下図 （コ ンタ→ と併せてみると，温瞹化実験で前線があま

り北士．して いない こ とに対応して，現荏気猴実験で▽）梅雨前線の

1融 鱗 k量力蝋 北但鰤 輝 力緘 っ てい る．

図 3は 5  格子 JM配MM による，各グリッ ドにおける 1ヶ月の 全

降水量に対する強雨 ）1〔  ソhr｝｝こよる降水凱 創合の 8年間の平

均値を表す．図 3の全パネルに共通した特徴として，強雨の 寄与

は 梅雨自1蜘 ）」ヒ側で小さく，南側で大きくなっ て いる．また同

じ緯度でも丿り・1桐近駕 鋪 び庸 与が大きくなっ てい る．6月に関し

ては 温暖化実験の方で，梅雨前線の南側における強雨による降

水の 寄勃 旺黼 験 よりも 亅、さ くなっ て い る，

了月にっ いては 1山麟 ζ 九州から台湾に力対 ての 強雨虱こよる

降水の寄与の 大きな領勵 認 められ るカミ 1矚 臨 ので よ り

顕著で ある．また現任気候実験 容よ 梅雨前線捌 口こよ り拡がっ

て い るが 弓鯨 降水の寄り囎 拾につ いては 彳謡 鹸 ⊃方が

大きくなっ て いる．しかし，癒 団こよる降水寄与の 劃合が 2〔F3〔腐
の領嚇 齦 に関しては 両笑験ともに大きな違いはなし丶 これ

らの降冰特性｝閥 ずる変化の原因につ いては 現在調査中である．
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図 3 ： 馴  格子脇 刪 による 8til7eT（Nq！丿した強祕 度 分布 コ ン タ
ー
は 月降水

量 瞰 祕画 1．白黒トーン よ 強雨 ＞1〔  加 うによる降水數a 月糒 調 する

霽論の 8年間の平均疸 陣位LM をノiξ重 上姻 1現蜘 殿 験6月，上右図 ：現莊気候

実験7 月，下左図 ：1鵬 囹鹸 6月．ド白図 ：mat 　1験7月，
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